
 

 

北極海航路に関する省内検討会の設置について 

 

 

１．背景・目的 

・北極海の海氷が減少し、北極海航路の活用の可能性が高まっている。

本年３月にとりまとめた国土交通省海洋政策懇談会報告書においては、

「フロンティアへの挑戦」に関する施策として、北極海航路に関する

検討を位置づけたところ。 

・諸外国においては、北極海に関する政府レベルでの調査・研究が進展

しているほか、北極海における商業運航も近年増加傾向にある。 

・このような状況を踏まえ、北極海航路に関して国土交通省が取り組む

べき課題及び対応の方向性について、関係各局等より構成される「北

極海航路に関する省内検討会」を設置し、関係省庁、民間事業者、有

識者等の知見を踏まえつつ検討を行う。 

 

２．検討事項 

・民間事業者等の動向等を踏まえながら、北極海航路に関する自然的・

社会的状況の把握、技術的・制度的課題、経済的課題及び当該航路の

実現に伴う影響等を検討・整理する。 

 

３．構成員 

 

総合政策局 海洋政策課長 

 大臣官房 参事官（交通プロジェクト） 

 海事局 総務課 企画室長 

 海事局 外航課長 

 海事局 安全基準課長 

 港湾局 計画課 企画室長 

 港湾局 産業港湾課 国際企画室長 

 北海道局 港政課長 

気象庁 地球環境・海洋部 海洋気象課 海洋気象情報室長 

 海上保安庁 警備救難部 環境防災課長 

 海上保安庁 交通部 安全課長 

別紙 


